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くろしお出版
基礎からわかる話す技術
■森口稔/中山詢子［著］／A5判／本体1,300円＋税

雑談・話し合いからプレゼンテーションまで、話す技術の基本が学べる１冊。話す技術の
なかでも最も基本を学びたい人を対象とした。基礎編では、話す技術の基本について解説
し、練習編では話す技術を磨く場面を提示する。

基礎からわかる日本語表現法
■森口稔/中山詢子［著］／A5判／本体1,300円＋税

論理的に考え、わかりやすい文章を書くための教科書。高校までの国語で習ったことも含
めて本当の基礎から解説する。また、普段何気なく使っている日本語を意識するきっかけ
を提供するよう配慮した。基礎編と練習編の２部で構成。

「グローバル人材」再考
言語と教育から日本の国際化を考える
■西山教行/平畑奈美［編著］／A5判／本体2,700円＋税

鈴木孝夫・當作靖彦・大木充による鼎談「グローバル人材と日本語」収録。グローバル人
材を日本語との関わりから捉え、日本語教育と外国語教育の専門家たちが論じた画期的研
究書。真のグローバル人材育成に必要な人・教育・政策とは。

Good Writingへのパスポート
読み手と構成を意識した日本語ライティング
■田中真理/阿部新［著］／B5判／本体2,000円＋税

「相手に伝わる、効果的かつ魅力的な文章をかけるようになろう」。ライティング研究の成
果を取り入れた「日本語表現法」テキスト。タスク・練習問題で実践的に学べる。評価基
準表・チェックシート・文章構成要素一覧付。

ここがポイント！　レポート・論文を書くための日本語文法
■小森万里/三井久美子［著］／B5判／本体1,600円＋税

初級～上級で習った日本語文法を、レポート・論文では実際どのように使えばよいのか。
読み手に誤解を与えることなく理解されるための文法力を伸ばすことができる。日本語の
授業だけでなく、留学生の独学にも最適。

ゼロからの統計学　使えるシーンが見える
■竹田茂生/藤木清［著］／A5判／本体1,800円＋税

数字の情報やグラフがメディアに氾濫する今、統計学の知識は文系学生にも論文作成や就
活に必須。難しい数式を極力減らし、身近なテーマのシナリオで、苦手な人も学びやすく
工夫した。基本から学び直したい大人の読者にもお勧め。

知へのステップ　第４版　
大学生からのスタディ・スキルズ
■学習技術研究会［編著］／B5判／本体1,800円＋税

「大学での勉強の仕方がわかる」と支持を受け続ける、大学 1年生の必携書籍。第 3版を、
Windows 8、Microsoft Office 2013/2010 に対応させて改訂。CD-ROM付。
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時間割は自分で作る？　大学の先
生ってどんな人？　ゼミって何？
大学の仕組みや勉強の仕方が高校
までとどう違うのか，平易に解説。
新入生向けオリエンテーションに
最適のテキスト。

今やほとんどの大学で実施されるようになった初年次教育。高校生から大学生への移行を支
援し，自律的かつ深い学びに誘う初年次教育は，大学教育の質的転換の起点となる。本書は
その最新の理論・研究を体系化するとともに，実践に活用できる様々な教育法を紹介する。

「ノートのとり方」，「レポートの書き
方」，「資料の探し方」など，大学で
の学びに必要なスタディ・スキルを，
イラストで具体例を示しながらわかり
やすく解説。徹底的な学生目線で人
気，初年次教育テキスト。

本体1,200円（税別）
A5 判／128 ページ／2色刷
ISBN　978-4-7907-1647-1

A5 判／64 ページ／2色刷
ISBN　978-4-7907-1641-9本体 520円（税別）

本体 2,500円（税別）　A5 判／272ページ　ISBN　978-4-7907-1581-8

献本申込受付中 サンプル公開中

貴学専用の「入学前／初年次教育テキスト」をお作りします

定評ある市販のテキストから    カスタマイズ

履修案内　施設紹介
危機管理　大学用語

選んで 貴学専用テキスト加えて

『基礎ゼミ　宗教学』
大谷栄一・川又俊則・猪瀬優理 編

本体1,900 円（税別）
発行日　2017年4月20日
A5判　196ページ
ISBN　978-4-7907-1697-6

『基礎ゼミ　社会学』
工藤保則・大山小夜・笠井賢紀 編

本体 2,100 円（税別）
発行日　2017年2月20日
A5判　232ページ
ISBN　978-4-7907-1692-1

刊行開始〈基礎ゼミ〉シリーズ
アクティブな学びを引きだす教科書シリーズ。大学に入って初めて、レポートや
プレゼン、グループワークといった学習形態に触れる学生のニーズに応える。

3訂版

低コスト 短期間 省手間



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
１基礎学力の向上・再構築 
 
２学習態度・学習習慣・集中力の養成 
 
３成功体験の積み重ね 
 
４学生とのコミュニケーションの充実 
 
※学力診断テストに基づき、学習計画を作成 
いたします。 

ＫＵＭＯＮの教育サービスの４つのポイント 

お問い合わせ先    公文教育研究会 学校・法人事業部      
e-mail: houjin-madoguchi@kumon.co.jp 

 
（大阪チーム）〒530-00０1大阪市北区梅田 1-1-3大阪駅前第 3 ビル 27階 

Tel: 06-4797-8792 
（東京チーム）〒108-0074 東京都港区高輪 4-10-18  京急第一ビル 12階 

Tel：03-6836-0036 
  

 

※ウェブサイトにて実際の事例をご紹介しています。 

 

ＫＵＭＯＮ 大学導入 

ＫＵＭＯＮの教育サービスは、単なる教材のご

提供に終わるものではありません。学習する

主体である学生の学力面と態度面の向上、

そして学生をサポートされる教職員の方と学

生の信頼関係の向上を補助する教育サービ

スです。先生方と「一緒に考え、一緒に実践

する」こと、これが、私たちが大切にしているこ

とです。 

学校での公文式学習の効果について 

日本教育心理学会(2016年 10月)で発表されました！ 

 

公文式を導入している学校を「学習群」、公文式およびその他の民間教育を導入していない学校を「非学習群」と

し、「学習習熟度」と「能力」の変化を測定した。  

学習を開始していない入学時点（１年生）において、学習群は全国

平均より低く、非学習群とも点数に差がある状態であったが、学年

が上がるにつれて、学習群が大きく伸びる結果となった。 
 
※学習習熟度テストは、学習指導要領に基づき学習の習熟度を測るテストで

あり、学年ごとに内容は異なる。 

学習を開始していない入学時点（１年生）において、学習群は全国

平均より低く、非学習群とも点数に差がある状態であったが、学習

群は1年で大きく伸びる結果となった。 
 
※能力テスト（ＰＴＳ）は、どの学年も共通の内容である。 

mailto:houjin-madoguchi@kumon.co.jp


 

内部質保証実現のための 
RPDCAサイクルを⼀一気通貫でご⽀支援 

お問い合わせ先    【教育事業戦略略推進部】 
  TEL：03-5276-2734  
    受付：9:00〜～18:00（⼟土⽇日･祝⽇日除く） 

  E-mail: jikai-g@keiadvanced.jp 
  URL :   www.52school.co.jp/support 

3ポリシーの法制化に伴って教学マネージメントの確⽴立立が求められ、その中でも学修成果の可視化等教学ＩＲの
重要性がより⾼高まっています。その中で河合塾グループはＩＲでの標準化された指標（PROGテスト、学習経験
調査(JUES））、そして各種ＩＲ分析サービス等の各種サービスを提供しております。 

教学マネージメントとしての教学ＩＲ⽀支援 

調査
Research

＜学⽣生実態調査＞
・PROGテスト
・学習経験調査(JUES)
・定性インタビュー
・質問紙作成

＜分析＞
・各種クロス分析等
・他の⺟母集団との⽐比較

より課題抽出

計画
Plan

＜⽅方針策定＞
・FD研修会

3ポリシーとの連携、
⼤大学教育⽬目標策定⽀支援、
学修成果の可視化等、
⼤大学様と共に⽅方針策定⽀支援

・評価⼿手法コンサルティン
グ
学修成果の可視化の仕組み
や多⾯面的評価⼿手段、評価指
標等

・育成⼿手段コンサルティン
グ

実⾏行行（育成）
Do

＜実⾏行行⽀支援＞
・講座運営・設計受託

初年年次教育やリメディアル
またはジェネリックスキル
育成講座等

・FD研修会
講座運営のノウハウ提供

・教材作成

評価
Check

＜調査＞
・PROGテスト
・学習経験調査(JUES)
・定性インタビュー
・質問紙

＜評価＞
・評価指標に基づく分析

改善
Action

＜改善課題抽出＞
・コンサルティング

評価に基づいた分析から課
題抽出、解決策の協議、対
策実⾏行行⽀支援

教学マネージメント（PDCAサイクル）⽀支援 

ジェネリックスキル測定テ
スト（直接評価） 

・リテラシー、コンピテン  
 シー測定 
・客観性の⾼高さ 
・多様な⽐比較対象 
・豊富なデータ分析実例例 

PROGテスト 

オンライン学習経験調査
（間接評価） 

・⼤大学の特徴を俯瞰的に 
 把握  
・他⼤大学との⽐比較 
・国際⽐比較  
 学⽣生の経年年変化 

PROGやJUESと他の教学
データと分析等の分析⽀支援 
・PROGとJUESのクロス 
 分析 
・JUESと他データとの各種  
 分析 
・PROG関係の分析 
・定性インタビュー調査 

各種IR分析サービス  学習経験調査(JUES)  
教学
IR 

 
各種コ
ンサル
ティン
グ 

 
初年年次
教育⽀支
援 
  

ジェネ
リック
スキル
育成⽀支
援 
 

 
FD/SD 

 

内部質保証における弊社⽀支援サービス 
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PROGRESS REPORT ON GENERIC SKILLS 

ジェネリックスキルを測定するなら 

ＰＲＯＧ 
PROGRESS REPORT ON GENERIC SKILLS 

詳細は http://www.riasec.co.jp/prog_hp/  または  http://www.52school.co.jp/support/genericskill_prog 

 【お問合せ先】 

理由２ 
客観性の高さ 
明確な外的基準に基づいて、 
能力を客観的に測定します。 

能力

１ 

能力

２ 

能力

３ 

モデル 
社会人の 
基準 

理由３ 
多様な比較対象 
多くのサンプルの中から、貴学に合った 
比較集団を選ぶことが可能です。 

0%

10%

20%

30%

Lv.1 Lv.2 Lv.3 Lv.4 Lv.5 Lv.6 Lv.7

大学文系１年 

環境情報科学部１年 

 関東私立文系１年 

理由４ 
豊富なデータ分析実績 
貴学における様々なＩＲデータとの関連 
を、専門のスタッフが分析します。 

1.5
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3.5

4.5

5.5
一般 センター 推薦

授業課題
のために
図書館の
資料を利
用した

授業課題
のために
Web上の
情報を利
用した

インター
ネットを
使って授
業課題を
受けたり、
提出したり
した

授業を欠
席した

授業に遅
刻した

授業をつま
らなく感じ

た

学習に関
する相談を
したり、学
内の学習
支援室を
利用したり
した

単位とは
関係のな
い教員あ
るいは学
生による
自主的な
勉強会に
参加した

大学の教
職員に将
来のキャリ
アの相談
をした（卒
業後の進
路や職業
選択など）

教員に親
近感を感じ

た

①伸びた群 (n=5) 3.67 3.50 3.34 1.56 1.48 2.87 1.48 1.33 1.13 2.80

②伸びなかった群 (n=329) 2.39 3.32 3.31 2.69 2.80 3.36 1.44 1.25 1.15 1.54

平均値の差（①－②） (n=269) 1.28 0.18 0.03 -1.13 -1.32 -0.48 0.04 0.08 -0.02 1.26
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-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50
学習態度と

ジェネリックスキル伸長

■入試経路分析 

■学習態度分析 

理由５ 
ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ教材 
貴学の育成課題に即し、初年次科目
等でご利用可能な、授業教材、授業
プログラムをご提供します。 

ＰＲＯＧが選ばれる理由 

理由１ 
測定領域のユニークさ 
「リテラシー」、「コンピテンシー」の両面 
からジェネリックスキルを測定します。 

株式会社リアセックお客様センター 
0120-769-396（受付時間 平日10:00～18:00） 

河合塾グループ 

株式会社ＫＥＩアドバンス教育事業戦略推進部  
03-5276-2734（受付時間 平日9:00～18:00） 

2012年の 
販売開始以来 
累計受験者 

約５３万人 
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